
問
過
疎
債
を
活
用
し
て
、
戸
田
地
区
か

ら
の
バ
ス
通
学
費
や
下
宿
代
等
の
補
助
を

実
施
す
る
考
え
は
。

答
企
画
部
長
／
戸
田
地
区
か
ら
の
通
学

等
に
対
す
る
補
助
制
度
に
つ
い
て
は
、
沼

津
市
戸
田
地
区
過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画

に
事
業
と
し
て
掲
載
が
な
い
こ
と
か
ら
、

過
疎
債
を
活
用
し
て
の
実
施
は
現
状
で
き

な
い
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、
過
疎
債
を
活

用
す
る
こ
と
の
適
正
性
や
効
果
、
市
内
他

地
域
と
の
公
平
性
の
確
保
と
い
う
観
点
か

ら
補
助
の
導
入
に
つ
い
て
は
、
十
分
な
議

論
が
必
要
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

問
主
要
地
方
道
沼
津
土
肥
線
の
整
備
促

進
に
向
け
た
要
望
活
動
の
実
施
状
況
は
。

問
都
市
計
画
道
路
片
浜
池
田
線
の
一
部

区
間
で
あ
る
市
道
〇
一
〇
五
号
線
の
四
車

線
化
に
向
け
た
県
と
の
協
議
状
況
は
。

答
建
設
部
長
／
市
道
〇
一
〇
五
号
線
は
、

東
名
愛
鷹
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

の
開
通
に
よ
る
交
通
量
の
増
加
や
、
将
来

予
定
さ
れ
て
い
る
東
駿
河
湾
環
状
道
路
の

（
仮
称
）
愛
鷹
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
開
通

に
伴
う
市
街
地
か
ら
の
交
通
量
の
増
加
等

に
よ
り
、
早
急
な
交
通
の
円
滑
化
及
び
交

通
安
全
の
確
保
が
必
要
な
路
線
で
あ
る
と

認
識
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
広
域
的
な

道
路
整
備
の
観
点
か
ら
、
県
に
対
し
要
望

を
行
っ
て
い
る
が
、
事
業
化
ま
で
の
回
答

は
得
ら
れ
て
い
な
い
。

問
東
名
愛
鷹
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
北
側
及
び
長
泉
沼
津
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
南
側
の
農
振
農
用
地
の
現
状
の
位
置

づ
け
と
事
業
用
地
へ
の
転
用
に
対
す
る
本

市
の
認
識
は
。

答
産
業
振
興
部
長
／
本
用
地
は
、
沼
津

市
農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
に
お
い
て
、

都
市
近
郊
型
農
業
と
し
て
、
引
き
続
き
生

産
活
動
に
よ
る
農
業
振
興
の
た
め
の
土
地

利
用
を
継
続
し
て
い
く
地
域
と
し
て
農
用

地
区
域
に
位
置
づ
け
て
い
る
。
そ
の
一
方

で
、
当
該
地
域
は
市
街
化
区
域
に
近
接
し

て
お
り
、
近
年
、
周
辺
に
お
け
る
広
域
交

通
網
の
整
備
が
進
展
し
て
い
る
地
域
で
あ

る
と
と
も
に
、
沼
津
市
企
業
立
地
促
進
ビ

問
本
市
職
員
の
働
き
方
を
、
働
く
人
の

多
様
性
に
合
わ
せ
て
変
化
さ
せ
る
こ
と
で
、

力
を
最
大
限
に
発
揮
で
き
る
と
考
え
る
が
、

多
様
性
を
認
め
る
職
場
づ
く
り
や
人
事
評

価
に
対
す
る
本
市
の
考
え
は
。

答
企
画
部
長
／
職
員
採
用
に
当
た
っ
て

は
、
性
別
や
年
齢
に
と
ら
わ
れ
な
い
人
物

本
位
の
視
点
で
採
用
試
験
を
行
っ
て
お
り
、

現
在
、
身
体
や
精
神
に
障
害
の
あ
る
人
や

民
間
企
業
で
の
職
務
経
験
を
有
す
る
人
等
、

多
様
な
職
員
が
勤
務
し
て
い
る
。
ま
た
、

育
児
休
暇
取
得
後
の
子
育
て
中
の
職
員
や

介
護
を
要
す
る
家
族
を
持
つ
職
員
に
対
し

て
は
、
各
家
庭
の
事
情
に
応
じ
た
短
時
間

で
の
勤
務
制
度
を
導
入
し
て
い
る
。
さ
ら

答
建
設
部
長
／
令
和
元
年
度
は
、
沼
津

市
建
設
事
業
要
望
に
お
い
て
、
県
に
対
し

要
望
し
た
ほ
か
、
沼
津
・
土
肥
間
道
路
整

備
促
進
期
成
同
盟
会
要
望
に
お
い
て
も
、

沼
津
市
南
部
地
域
連
合
自
治
会
連
絡
協
議

会
の
各
連
合

自
治
会
長
と

共
に
、
県
に

対
し
地
元
の

声
を
届
け
る

な
ど
、
本
路

線
の
拡
幅
改

良
の
促
進
に

向
け
た
要
望

を
実
施
し
た
。

問
国
道
一
号
と
市
道
〇
一
〇
五
号
線
の

交
差
点
の
渋
滞
解
消
に
向
け
た
取
組
は
。

答
建
設
部
長
／
国
道
一
号
と
市
道
〇
一

〇
五
号
線
の
交
差
点
は
、
右
折
待
ち
の
車

両
の
影
響
に
よ
り
渋
滞
が
発
生
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
交
差
点
北
側
に
お
い
て
は
、

道
路
拡
幅
後
、
右
折
車
線
を
二
車
線
整
備

す
る
ほ
か
、
交
差
点
南
側
に
お
い
て
は
、

大
川
に
架
か
る

橋
梁
を
拡
幅
し
、

右
折
車
線
を
整

備
す
る
こ
と
で

円
滑
な
車
両
の

通
行
を
図
っ
て

い
く
。

ジ
ョ
ン
に
お
い
て
、
事
業
用
地
の
確
保
を

図
る
地
区
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
る
。
こ

の
こ
と
か
ら
、
事
業
用
地
の
必
要
性
に
鑑

み
、
農
振
農
用
地
の
事
業
用
地
へ
の
転
用

に
つ
い
て
は
、
農
業
振
興
と
の
バ
ラ
ン
ス

も
考
慮
し
な
が
ら
柔
軟
に
対
応
し
て
い
く

こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
、

企
業
か
ら
の
具
体
的
な
事
業
計
画
が
あ
っ

た
際
に
は
、
地
域

未
来
投
資
促
進
法

の
活
用
な
ど
も
視

野
に
入
れ
、
農
用

地
区
域
の
在
り
方

に
つ
い
て
検
討
し

て
い
く
。

に
、
人
権
に
関
す
る
意
識
向
上
や
正
し
い

知
識
を
身
に
つ
け
る
た
め
の
研
修
や
啓
発

を
行
う
な
ど
、
多
様
性
に
対
す
る
職
員
の

理
解
の
深
化
に
努
め
て
お
り
、
本
市
職
員

が
家
庭
と
仕
事
を
両
立
さ
せ
つ
つ
、
自
分

ら
し
く
生
き
生
き
と
仕
事
を
行
う
こ
と
の

で
き
る
職
場
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

人
事
評
価
に
つ
い
て
は
、
働
き
方
改
革
が

叫
ば
れ
る
中
、
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス

の
向
上
に
つ
な
が
る
多
様
な
働
き
方
の
整

備
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
社

会
状
況
に
適
応
す
る
た
め
、
評
価
の
方
法

を
研
究
し
、
頑
張
っ
た
職
員
が
報
わ
れ
る

人
事
評
価
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

水
口
　
淳

渡
部
　
一
二
実

尾
藤
　
正
弘

小
澤
　
隆

戸田地区からのバス通学費等の補助を
実施する考えは

市道 0105号線の 4車線化に向けた
今後の取組は

農振農用地の現状の位置づけと
事業用地への転用に対する本市の認識は

職員の多様性を認める職場づくりを

一 般 質 問市政について問う！

形
式

形
式

形
式

形
式

一
　
　
括

一
　
　
括

一
　
　
括

一
　
　
括

▲西浦久連周辺の主要地方道沼津土肥線

▲東名愛鷹スマートインターチェ
ンジ周辺の市道 0105 号線

▲東名愛鷹スマートインターチェ
ンジ北側の農振農用地
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